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 丁年マ“.,コ「一'強,i・キ一
 論文審査の結果の要旨
 遷移金属シリレン錯体は,遷移金属を用いた有機ケイ素化合物の変換反1,応における鍵中間体と想定さ
 れており,その性質の解明は反応機構の理解や新規反応の開拓のために重要である。これまでに単離さ
 れたシリレン錯体は,ケイ素.しに種々の世換基を持つが,シリレン配位子上に水素を持つヒドロシリレ
 ン錯体は,金属一ケイ素二重結合に加えてケイ素一水素結合による多様な反応性が期待される、この論
 文は,そのタイプの錯体であるヒドリド(ヒドロシリレン)タングステン錯体の合成・単離,構造解析
 および不飽和化合物との反1、邑について著者が行なった研究を記述したものである,,本研究の成果を以下
 に要約する、
 ・ll光反応および熱反応の2つの方法で,ヒドリド(ヒドロシリレン)タングステン錯体を合成する方
 法を確立し,ヒドロシリレン錯体として初めて単離に成功した。X線および中性チ線結晶構造解析により、
 前例の無いシリレン配位子とヒドリド配位子との問の強い配位子問相互作用の存在を明らかにし,理論
 司'算によってその妥当性を確認した。また,金属しのヒドリド配位}とケイ素上の水素との交換の存在
 を明らかにした。
 耐この錯体と不飽和有機化合物との反応を研究し,通常は不活性な二トリルのヒドロシリル化反応に
 より,タングステン,ケイ素および窒素からなる正員環を持つエチリデンアミノシリノレ錯体が得られる
 ことを見出した。これは化学量論反応ではあるが,末端シリレン錯体によるニトリルのヒドロシリル化
 反応の最初の例である一
 131アセトンやアルデヒドとの反応では,ヒドロシリル化生成物の他に,カルボニル基のCO二重結合の
 切断を伴う生成物であるシロキシ錯体も得られることを見出した、さらに,`、,、9一不飽和カルボニル化合
 物との反応では,斜。一ざ1面体の(グーシロキシアリル)タングステン錯体が高収率かつ選択的に生成すること
 を見出した。これはシリレン錯体がぼ+41環化付加の反応を起こすことを初めて示した画期的な成果であ
 る、
 本論文は,有機金属化学並びにケイ素化学の分野に至要な貢献をするものであり,著者が自立して研
 究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有していることを示している、,したがって,渡追孝仁提
 山の博士論文は,博■ヒ(理学)の学位論文として合格と認める。
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